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本
書
は
平
成
一
四
年
度
か
ら
四
カ
年
計

画
で
実
施
し
て
き
た
「
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
開
発
展

望
事
業
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
Ｃ
Ｌ

Ｍ
Ｖ
と
は
、
一
九
九
○
年
代
に
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
に
加
盟
し

た
国
々
、
す
な
わ
ち
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ

ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
の
英
語
表

記
の
頭
文
字
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
慣
習
に
従

っ
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
べ
た
呼
称

で
あ
る
。

Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
は
い
ず
れ
も
国
際
社
会

に
対
し
て
長
ら
く
国
を
閉
ざ
し
て
き
た
が
、

ほ
ぼ
同
時
に
対
外
開
放
と
市
場
経
済
化
を

新
刊
紹
介

天
川
直
子
編
『
後
発

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の

工
業
化̶
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ

諸
国
の
経
験
と
展
望
』

天
川
直
子

謳
う
に
い
た
っ
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
一
九
九
一
年
の
「
カ
ン

ボ
ジ
ア
紛
争
の
包
括
的
政
治
解
決
に
関
す

る
協
定
」
の
調
印
と
一
九
九
三
年
の
制
憲

議
会
選
挙
を
経
て
新
政
府
を
樹
立
し
、
国

際
社
会
に
復
帰
し
た
。

ラ
オ
ス
は
一
九
八
六
年
に
「
チ
ン
タ
ナ

カ
ー
ン
・
マ
イ
」（
新
思
考
）
政
策
を
承

認
し
、「
新
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
呼
ば

れ
る
市
場
経
済
化
に
乗
り
出
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
一
九
八
八
年
に

「
民
主
化
運
動
」
に
よ
っ
て
ネ
ー
ウ
ィ
ン

体
制
は
崩
壊
し
た
。
代
わ
っ
て
軍
部
が

「
国
家
秩
序
回
復
評
議
会
」
と
し
て
政
権

を
握
り
、
市
場
経
済
化
と
対
外
開
放
に
踏

み
切
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
は
一
九
八
六
年
に
「
ド
イ
モ

イ
」（
刷
新
）
路
線
を
採
択
し
、
以
後
二

○
○
○
年
代
半
ば
に
か
け
て
次
第
に
市
場

経
済
化
と
対
外
開
放
に
本
格
的
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
が
市
場
経
済
化

と
対
外
開
放
に
乗
り
出
し
た
時
期
こ
そ
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
現
象
と
し
て

語
ら
れ
始
め
た
時
期
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
い
か
な
る
影
響
を
受
け

て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
本
研
究
事

業
の
課
題
と
な
っ
た
。

平
成
一
四
年
度
か
ら
一
六
年
度
に
か
け

て
は
、
国
別
に
研
究
会
を
組
織
し
、
右
記

の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
が
、
本
事
業
の
最

終
年
度
に
あ
た
る
平
成
一
七
年
度
は
、
Ｃ

Ｌ
Ｍ
Ｖ
四
カ
国
に
共
通
す
る
課
題
と
し
て
、

「
工
業
化
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
あ
げ
た
。

そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
は
体
制
移
行
過
程
に
あ

っ
て
市
場
経
済
化
と
い
う
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
み
な
ら
ず
、
最
貧
国
・
後
発

発
展
途
上
国
と
し
て
国
民
生
活
の
向
上
、

す
な
わ
ち
貧
困
削
減
と
い
う
難
題
も
抱
え

て
い
る
。
そ
の
国
民
総
所
得
の
低
さ
か
ら

は
、
貧
困
削
減
は
所
得
分
配
の
改
善
の
み

な
ら
ず
、
総
所
得
の
増
加
な
く
し
て
は
望

め
な
い
だ
ろ
う
。

総
所
得
の
増
加
を
い
か
に
し
て
実
現
す

る
の
か
、
と
考
え
る
と
き
、「
近
代
的
な

経
済
発
展
と
不
可
分
な
現
象
は
『
工
業

化
』
で
あ
る
」
と
断
言
す
る
速
水
佑
次
郎

の
言
葉
を
思
い
出
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
す

な
わ
ち
、
い
か
に
し
て
資
源
制
約
を
打
破

し
、
い
か
に
し
て
雇
用
機
会
を
創
出
す
る

か
、
こ
の
万
国
共
通
の
課
題
に
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ

諸
国
も
ま
た
工
業
化
を
通
じ
て
取
り
組
む

ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
意
識
が

本
書
の
基
調
を
な
す
。

序
章
「
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
の
市
場
経
済
化

と
工
業
化
」
は
、
本
書
の
総
論
に
あ
た
る
。

「
雁
行
形
態
型
」
発
展
形
態
論
に
照
ら
し

て
、
戦
後
の
途
上
国
に
見
ら
れ
た
工
業
化

パ
タ
ー
ン
（
輸
入
代
替
工
業
化
、
輸
出
志

向
工
業
化
、
外
資
主
導
型
工
業
化
）
の
相

違
点
を
明
ら
か
に
し
た
の
ち
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ

諸
国
、
特
に
事
前
の
工
業
化
実
績
が
ほ
と

ん
ど
な
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
現
在
許
さ
れ
て
い
る
工
業
化
の

道
は
、
過
去
の
い
ず
れ
の
パ
タ
ー
ン
と
も

異
な
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

そ
れ
は
、
工
業
化
努
力
の
ご
く
初
期
段

階
に
輸
入
代
替
期
を
ま
っ
た
く
経
ず
に
外

資
主
導
に
よ
っ
て
輸
出
成
長
期
に
入
る
と

い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。「
雁
行
形
態
型
」

発
展
の
「
超
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
」
と
も
呼

べ
る
こ
の
発
展
形
態
は
、
貿
易
自
由
化
の

た
め
に
か
つ
て
の
東
・
東
南
ア
ジ
ア
途
上

国
の
輸
入
代
替
工
業
化
や
輸
出
志
向
工
業

化
を
支
え
た
よ
う
な
政
府
に
よ
る
市
場
介

入
は
も
は
や
選
択
肢
に
な
り
え
な
い
と
い

う
時
代
背
景
と
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
の

結
合
が
強
ま
り
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
に
よ
っ
て
企
業
の
立
地
選
択
の
幅

が
広
が
っ
た
と
い
う
二
つ
の
条
件
が
組
み

合
わ
さ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
序
章
以
後
、
本
書
は
国
別
に
、
第

一
章
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
工
業
化｜

自
由
化

の
渦
中
に
あ
る
製
造
業
と
そ
の
担
い
手
」、

第
二
章
「
ラ
オ
ス
の
地
域
補
完
型
工
業
化

戦
略
」、
第
三
章
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
縫
製
産

業
の
発
展
と
停
滞｜

市
場
、
担
い
手
、
制

度
」、
第
四
章
「
国
際
統
合
過
程
の
ベ
ト

ナ
ム
の
工
業
化
」
と
続
く
。

そ
し
て
、
第
五
章
「
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
に

お
け
る
工
業
化
・
経
済
発
展
と
銀
行
部

門
」
は
既
存
の
「
金
融
発
展
と
経
済
成
長

・
工
業
化
」
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ

諸
国
に
適
用
す
る
こ
と
の
限
界
を
論
じ
た
。

補
章
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ア
グ
ロ
・
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー｜

工
業
化
へ
の
長
い
道
の

り
」
は
第
三
章
を
補
う
論
考
で
あ
り
、
同

国
の
主
要
産
業
で
あ
る
ア
グ
ロ
・
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
の
実
情
を
報
告
し
て
い
る
。

本
書
で
は
事
業
計
画
に
沿
っ
て
、
Ｃ
Ｌ

Ｍ
Ｖ
四
カ
国
の
工
業
化
を
見
る
に
留
ま
っ

た
。
し
か
し
、
本
書
が
最
貧
国
・
後
発
発

展
途
上
国
の
工
業
化
を
考
え
る
契
機
に
な

れ
は
編
者
の
本
望
で
あ
る
。

（
あ 

ま
か
わ　

な
お
こ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

アジア経済研究所
2006 年
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新
刊
紹
介

佐
藤
百
合
・
大
原
盛

樹
編
『
ア
ジ
ア
の
二

輪
車
産
業̶
地
場
企

業
の
勃
興
と
産
業
発

展
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』

佐
藤
百
合

自
動
二
輪
車
（
オ
ー
ト
バ
イ
）
は
、
ア

ジ
ア
の
発
展
途
上
諸
国
で
庶
民
の
「
生
活

の
足
」
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
二
輪
車

の
修
理
や
組
立
て
は
、
途
上
国
の
人
々
が

工
業
技
術
を
学
び
、
近
代
工
業
に
参
入
し

て
い
く
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
も
多
い
。

途
上
国
の
買
い
手
に
と
っ
て
も
作
り
手
に

と
っ
て
も
、
ご
く
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
存

在
な
の
が
二
輪
車
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
二
輪
車
産
業
に
は
四
輪

車
産
業
と
は
少
し
違
っ
た
特
徴
が
み
ら
れ

る
。
た
と
え
ば
、
二
輪
車
産
業
は
一
国
経

済
の
発
展
途
上
の
一
時
期
に
急
激
に
市
場

が
膨
ら
む
局
面
が
現
れ
る
、
い
わ
ば
途
上

国
型
の
産
業
で
あ
る
。
そ
の
一
時
期
に
、

産
業
発
展
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
凝
縮
的
に

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
途
上
国
の
地
場
企
業
に
注
目
す
る

な
ら
ば
、
先
進
国
企
業
に
初
め
は
依
存
し
、

そ
こ
か
ら
多
く
を
学
習
し
、
し
か
し
や
が

て
は
自
立
し
、
対
抗
し
競
争
し
よ
う
と
す

る
地
場
企
業
の
成
長
プ
ロ
セ
ス
が
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。

本
書
は
、
こ
れ
ま
で
四
輪
車
に
比
べ
て

注
目
度
の
低
か
っ
た
二
輪
車
を
産
業
研
究

の
対
象
に
取
り
上
げ
、
ア
ジ
ア
の
産
業
発

展
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
一
側
面
を
二
輪
車
産

業
と
い
う
切
り
口
か
ら
描
き
出
そ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

世
界
の
二
輪
車
市
場
で
圧
倒
的
な
支
配

力
を
誇
る
日
本
の
二
輪
車
メ
ー
カ
ー
が
こ

の
産
業
の
主
役
で
あ
る
こ
と
は
紛
れ
も
な

い
事
実
だ
が
、
本
書
で
は
ア
ジ
ア
各
国
の

地
場
企
業
を
も
う
一
方
の
主
役
に
据
え
て

い
る
。
独
自
の
発
展
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
地
場
企
業
の
実
態
と
方
向
性
を
明

ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
産
業
発
展
の
あ
り

方
を
捉
え
直
す
、
と
い
う
の
が
本
書
の
基

本
的
な
視
角
で
あ
る
。
研
究
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
た
の
は
、
日
本
、
台
湾
、
中
国
、

イ
ン
ド
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト

ナ
ム
で
あ
る
。

第
一
章
は
、
二
輪
車
産
業
か
ら
み
た
産

業
発
展
論
を
試
み
て
い
る
。
現
在
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
な
か
で
は
、
テ
ン
ポ
の
速
い

技
術
革
新
、
国
境
を
越
え
た
最
適
分
業
を

追
求
す
る
、
先
進
国
企
業
主
導
の
産
業
発

展
パ
タ
ー
ン
が
も
っ
ぱ
ら
注
目
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
二
輪
車
産
業
は
こ
れ
と
は

む
し
ろ
対
照
的
で
あ
る
。
各
国
の
地
場
企

業
が
国
内
市
場
を
ベ
ー
ス
に
成
熟
技
術
の

地
道
な
積
み
重
ね
型
革
新
に
よ
っ
て
知
的

資
産
を
蓄
積
し
、
先
進
国
企
業
に
対
抗
し

う
る
能
力
を
構
築
し
て
い
く
企
業
成
長
、

産
業
発
展
の
経
路
を
、
本
章
は
提
示
し
て

い
る
。

第
二
章
と
第
三
章
は
日
本
を
扱
う
。
日

本
の
完
成
車
企
業
を
分
析
し
た
第
二
章
は
、

そ
の
支
配
力
の
源
泉
と
し
て
、
日
本
本
国

に
お
け
る
産
業
資
源
の
蓄
積
の
厚
み
、
進

出
先
市
場
へ
の
適
応
能
力
の
高
さ
の
二
点

を
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
、
日
本
の
部
品

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
論
じ
た
第
三
章
は
、
納

入
先
で
あ
る
完
成
車
企
業
の
技
術
掌
握
度

が
高
い
た
め
に
、
高
い
Ｑ
Ｃ
Ｄ
（
品
質
・

コ
ス
ト
・
納
期
）
能
力
を
持
ち
な
が
ら
も

設
計
・
開
発
能
力
を
養
う
機
会
が
少
な
い

部
品
企
業
の
限
界
を
描
い
て
い
る
。

続
い
て
、
地
場
資
本
の
完
成
車
企
業
を

輩
出
し
て
い
る
台
湾
、
中
国
、
イ
ン
ド
を

取
り
上
げ
る
。
第
四
章
は
、
台
湾
の
地
場

完
成
車
企
業
の
技
術
的
自
立
、
海
外
展
開

で
の
挫
折
、
そ
の
克
服
の
過
程
を
追
っ
て

い
る
。
第
五
章
は
、
模
倣
競
争
と
不
安
定

な
分
業
関
係
に
特
徴
づ
け
ら
れ
た
中
国
の

二
輪
車
企
業
が
、
開
発
能
力
を
向
上
さ
せ

規
律
あ
る
分
業
関
係
へ
と
変
貌
し
て
い
く

様
を
分
析
し
て
い
る
。
第
六
章
は
、
イ
ン

ド
の
地
場
完
成
車
企
業
が
共
同
開
発
を
通

じ
て
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
能
力
向
上
に

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
き
た
こ
と

を
実
証
し
て
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
日
系
完
成
車
企
業

の
主
導
で
二
輪
車
産
業
が
形
成
さ
れ
て
き

た
。
第
七
章
は
、
日
系
企
業
が
多
数
進
出

し
て
い
る
タ
イ
で
、
地
場
企
業
が
擬
似
日

本
的
取
引
の
な
か
で
Ｑ
Ｃ
Ｄ
能
力
を
高
め

て
い
く
実
態
を
描
い
て
い
る
。
第
八
章
は
、

同
じ
く
日
本
ブ
ラ
ン
ド
寡
占
市
場
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
、
近
年
の
市
場
の
急
拡
大
が

地
場
部
品
企
業
の
能
力
向
上
、
産
業
基
盤

の
拡
大
を
促
し
た
点
に
注
目
し
て
い
る
。

第
九
章
は
、
新
興
市
場
の
ベ
ト
ナ
ム
に
み

ら
れ
た
地
場
組
立
企
業
の
一
時
的
勃
興
が
、

地
場
部
品
企
業
の
参
入
や
技
術
習
得
を
促

進
し
た
と
分
析
し
て
い
る
。

本
書
の
各
章
は
、
以
上
の
よ
う
な
各
国

各
様
の
特
徴
を
綿
密
な
企
業
調
査
に
も
と

づ
い
て
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

と
同
時
に
本
書
は
、
各
国
の
違
い
を
統
一

的
に
理
解
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
一
国
に
お
け
る
産
業
資
源
の
蓄

積
の
度
合
い
と
国
内
市
場
の
特
性
が
地
場

完
成
車
企
業
の
競
争
力
の
高
さ
と
個
性
に

反
映
さ
れ
て
く
る
こ
と
、
そ
し
て
、
完
成

車
企
業
と
の
取
引
関
係
の
あ
り
方
が
部
品

企
業
の
能
力
形
成
に
大
き
く
影
響
す
る
こ

と
で
あ
る
。
日
本
の
完
成
車
企
業
と
取
引

す
る
部
品
企
業
は
、
も
の
づ
く
り
の
基
礎

で
あ
る
Ｑ
Ｃ
Ｄ
能
力
を
鍛
錬
さ
れ
る
一
方

で
、
製
品
開
発
能
力
の
獲
得
は
制
約
さ
れ

る
。
む
し
ろ
地
場
完
成
車
企
業
と
の
取
引

や
四
輪
車
部
品
な
ど
へ
の
進
出
に
よ
っ
て
、

開
発
能
力
の
獲
得
機
会
が
生
ま
れ
る
と
い

う
現
象
が
各
国
に
み
ら
れ
る
。

二
輪
車
産
業
に
お
け
る
途
上
国
企
業
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
現
在
ま
す
ま
す
活
発
化

し
て
い
る
。
本
書
を
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
、

二
輪
車
産
業
研
究
、
さ
ら
に
は
発
展
途
上

国
の
産
業
研
究
が
今
後
さ
ら
な
る
深
ま
り

を
見
せ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

（
さ 

と
う　

ゆ
り
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

アジア経済研究所
2006 年
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アジア経済研究所
2006 年

新
刊
紹
介

間
寧
編
『
西
・
中
央

ア
ジ
ア
に
お
け
る
亀

裂
構
造
と
政
治
体
制
』

間　

寧

こ
れ
ま
で
開
発
途
上
国
の
政
治
社
会
の

分
析
の
多
く
は
、
民
族
、
宗
教
、
地
域
な

ど
に
依
拠
す
る
社
会
的
差
異
が
潜
在
的
に

は
体
制
の
不
安
定
要
因
で
あ
る
と
議
論
し

て
き
た
。
し
か
し
、
民
族
、
宗
教
性
、
地

域
性
な
ど
の
多
様
な
区
分
軸
が
社
会
に
存

在
し
て
も
、
民
主
主
義
体
制
ま
た
は
権
威

主
義
体
制
が
比
較
的
安
定
的
に
維
持
さ
れ

て
き
た
国
々
が
、
た
と
え
ば
西
・
中
央
ア

ジ
ア
地
域
に
は
存
在
す
る
。

な
か
で
も
ト
ル
コ
、
イ
エ
メ
ン
、
シ
リ

ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
過
去
一
○
年
間

以
上
、
既
存
の
政
治
体
制
を
揺
る
が
す
よ

う
な
紛
争
や
暴
動
は
起
き
て
い
な
い
。
こ

れ
ら
の
国
々
に
お
い
て
、
上
述
の
社
会
的

差
異
は
政
治
体
制
を
ど
の
よ
う
に
規
定
し
、

他
方
、
政
治
体
制
は
そ
の
社
会
的
差
異
の

潜
在
的
な
分
裂
効
果
を
ど
の
よ
う
に
減
殺

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
書
は
亀
裂
（cleavage

）
と
い
う
概

念
を
用
い
て
、
西
・
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
、

特
に
ト
ル
コ
、
イ
エ
メ
ン
、
シ
リ
ア
、
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
の
社
会
構
造
と
政
治
的
安
定

性
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
亀
裂
と
は
、
①
社
会
人
口
的
属

性
と
②
価
値
観
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

③
組
織
的
表
現
形
態
を
持
つ
社
会
集
団
間

に
発
生
す
る
社
会
的
区
分
軸
と
定
義
で
き

る
。
亀
裂
と
い
う
概
念
の
利
点
は
、
個
々

の
国
に
つ
い
て
、
ど
の
社
会
的
差
異
が
政

治
的
重
要
性
を
持
つ
か
を
相
対
的
に
論
じ

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

上
記
四
カ
国
の
代
表
的
な
亀
裂
は
、

「
中
心
対
周
辺
」
亀
裂
、
地
域
的
亀
裂
、

民
族
的
亀
裂
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
亀

裂
は
、
社
会
的
差
異
の
単
な
る
言
い
換
え

で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
亀
裂
を

形
成
す
る
集
団
が
、
①
新
興
政
党
を
結
成

す
る
、
②
植
民
地
期
に
少
数
派
登
用
・
自

治
権
付
与
な
ど
の
待
遇
を
受
け
る
、
③
国

家
管
理
の
民
族
団
体
に
加
盟
す
る
な
ど
に

よ
り
、（
自
律
的
ま
た
は
他
律
的
に
）
組

織
的
に
固
定
化
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

本
書
の
結
論
は
、
政
治
的
安
定
を
維
持

す
る
上
で
、
亀
裂
構
造
（
よ
り
一
般
的
に

は
社
会
構
造
）
を
政
治
体
制
に
反
映
さ
せ

る
方
法
と
さ
せ
な
い
方
法
の
二
つ
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
政
治

体
制
が
民
主
主
義
的
か
否
か
に
よ
り
、

「
反
映
」
を
主
導
す
る
主
体
は
異
な
る
の

で
（
前
者
で
は
政
党
制
、
後
者
で
は
支
配

体
制
）、
以
下
で
は
各
論
を
体
制
別
に
見

て
い
こ
う
。

民
主
主
義
体
制
で
は
、
ま
ず
ト
ル
コ
の

よ
う
に
、
亀
裂
構
造
が
そ
の
ま
ま
政
党
制

に
反
映
さ
れ
る
と
亀
裂
集
団
と
政
党
の
間

に
安
定
的
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
章
（
間
寧
）
は
、「
周
辺
」
の
特
性

を
持
つ
有
権
者
と
そ
の
支
持
政
党
の
関
係

を
ミ
ク
ロ
、
マ
ク
ロ
・
デ
ー
タ
を
用
い
て

分
析
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
一
括
り

に
論
じ
ら
れ
て
い
た
「
周
辺
」
が
、
価
値

観
や
支
持
政
党
の
上
で
も
イ
ス
ラ
ー
ム
宗

教
性
と
ク
ル
ド
民
族
主
義
に
構
造
分
化
し
、

亀
裂
構
造
反
映
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

次
に
、
イ
エ
メ
ン
の
よ
う
に
、
特
定
の

亀
裂
勢
力
が
優
勢
の
場
合
、
他
の
亀
裂
勢

力
を
も
取
り
込
む
よ
う
な
政
党
制
を
形
成

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
第
三
章
（
松

本
弘
）
は
、
イ
エ
メ
ン
内
戦
後
に
政
治
均

衡
が
北
側
の
圧
倒
的
有
利
に
転
じ
る
と
、

与
党
国
民
全
体
会
議
の
影
響
力
が
全
土
に

浸
透
し
、
内
戦
前
に
見
ら
れ
た
地
方
間
対

抗
軸
の
政
党
制
へ
の
反
映
度
合
い
が
低
下

し
た
こ
と
を
見
い
だ
し
た
。
そ
し
て
、
与

党
が
包
括
政
党
化
す
る
中
、「
中
心
対
周

辺
」
亀
裂
が
新
た
な
政
治
軸
と
し
て
台
頭

す
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

他
方
、
権
威
主
義
体
制
の
場
合
、
一
つ

に
は
、
特
定
の
亀
裂
を
軸
に
し
て
国
民
を

内
包
ま
た
は
排
除
す
る
と
い
う
方
法
が
あ

る
。
第
四
章
（
青
山
弘
之
）
は
、
シ
リ
ア

の
体
制
が
、
ア
ラ
ブ
対
ク
ル
ド
の
民
族
的

亀
裂
に
起
因
す
る
社
会
的
差
別
を
政
治
制

度
上
で
合
法
化
・
正
式
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
潜
在
的
不
安
定
要
因
を
抑
え
込
ん
で

き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
し
こ

の
方
法
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
排
除
の
対

象
と
な
っ
た
ク
ル
ド
民
族
が
全
人
口
の
一

割
弱
と
比
較
的
少
な
い
こ
と
に
も
よ
る
。

権
威
主
義
体
制
で
も
民
族
的
亀
裂
を
統

合
的
に
内
包
し
て
い
る
の
は
、
第
五
章

（
岡
奈
津
子
）
に
見
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で

あ
る
。
基
幹
民
族
（
カ
ザ
フ
人
）
以
外
の

民
族
が
人
口
の
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
る
こ
の

多
民
族
国
家
に
お
い
て
、
体
制
は
民
族
エ

リ
ー
ト
の
統
制
（
抑
圧
と
懐
柔
）
に
よ
り

多
民
族
の
「
融
和
」
を
作
り
出
し
て
い
る
。

そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
諸
民
族
会
議
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
民
族

団
体
を
統
合
し
た
。
そ
し
て
非
カ
ザ
フ
民

族
に
対
し
て
も
役
職
配
分
や
民
族
意
識
配

慮
な
ど
に
よ
り
体
制
恭
順
を
促
し
て
い
る
。

最
後
に
、
上
記
の
亀
裂
の
「
反
映
」
方

法
が
一
般
的
な
政
治
的
安
定
の
処
方
箋
で

あ
る
と
主
張
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
む
し

ろ
本
書
の
意
図
は
、
各
国
多
様
な
亀
裂
構

造
な
い
し
政
治
体
制
を
前
提
と
し
た
上
で
、

各
国
の
現
実
的
な
体
制
維
持
・
安
定
方
法

が
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
を
示

す
こ
と
に
あ
っ
た
。
民
族
や
宗
教
の
差
異

で
は
な
く
、
差
異
の
組
織
化
あ
る
い
は
取

り
込
み
方
が
、
政
治
的
競
争
や
支
配
の
構

図
を
左
右
す
る
こ
と
の
実
証
例
を
提
示
で

き
た
と
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
は 

ざ
ま　

や
す
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

ネ
パ
ー
ル
の
入
門
・

概
説
書

東
川　

繁

ネ
パ
ー
ル
は
人
口
約
二
六
○
○
万
人
、

面
積
約
一
五
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

国
土
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
に
沿
っ
た
東
西
に

細
長
い
形
状
を
し
て
い
る
。
首
都
は
カ
ト

マ
ン
ズ
、
主
要
言
語
は
ネ
パ
ー
ル
語
。
イ

ラ
ク
と
同
程
度
の
人
口
規
模
と
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
と
同
程
度
の
国
土
面
積
を
持
つ
同

国
は
、
決
し
て
小
国
で
は
な
い
。
し
か
し
、

隣
接
す
る
二
つ
の
大
国
、
中
国
と
イ
ン
ド

に
挟
ま
れ
る
と
い
か
に
も
目
立
た
な
い
。

中
国
と
の
国
境
に
世
界
最
高
峰
エ
ベ
レ
ス

ト
（
ネ
パ
ー
ル
名
サ
ガ
ル
マ
ー
タ
ー
）
が

あ
り
、
国
内
に
も
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
山
々
が
そ
び
え
る
。
そ
れ
も
あ
っ

て
か
、
わ
が
国
で
の
同
国
に
関
す
る
報
道

は
登
山
に
関
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ

の
ネ
パ
ー
ル
が
数
年
前
、
世
界
の
メ
デ
ィ

ア
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
二
○
○
一
年
に
起
き
た
、
国
王
を
は

じ
め
と
す
る
王
族
の
殺
害
事
件
で
あ
る
。

世
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
の
事
件

に
は
不
可
解
な
点
が
多
く
、
国
王
の
弟
の

陰
謀
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
惑
が
持
た
れ

た
。
そ
れ
以
後
の
同
国
は
政
治
的
混
乱
が

続
い
て
い
る
。
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
、
同

国
の
マ
オ
イ
ス
ト
（
ネ
パ
ー
ル
共
産
党
毛

沢
東
主
義
派
）
と
い
う
政
治
勢
力
の
存
在

を
知
っ
た
人
も
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ネ
パ
ー
ル
に
関
す
る
日
本
語
の
文
献
、

特
に
単
行
書
は
本
来
的
に
出
版
点
数
が
少

な
い
が
、
年
に
数
点
は
着
実
に
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
分
野
と
し
て
は
自
然
環
境
関
係
、

文
化
人
類
学
・
民
族
学
関
係
、
社
会
学
関

係
が
多
い
の
が
特
色
で
あ
る
。
ま
た
、
開

発
協
力
関
係
の
も
の
も
よ
く
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
そ
の
な
か
か
ら
入
門
書
、

概
説
書
と
い
え
る
も
の
を
何
点
か
取
り
上

げ
て
紹
介
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
エ
リ
ア
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
的
な
も

の
と
し
て
石
井
溥
編
『
も
っ
と
知
り
た
い

ネ
パ
ー
ル
』（
弘
文
堂　

一
九
八
六
年
初
版　

一
九
九
二
年
補
訂
）
が
あ
る
。
歴
史
、
政

治
、
経
済
等
一
三
分
野
に
わ
た
っ
て
概
説

す
る
。
一
分
野
当
た
り
の
記
述
量
は
少
な

い
。
ま
た
内
容
的
に
少
し
古
く
な
っ
て
き

た
の
で
、
新
し
い
資
料
で
の
補
充
が
必
要

と
な
ろ
う
。
石
井
溥
編
『
ネ
パ
ー
ル
』（
河

出
書
房
新
社　

一
九
九
七
年
）
は
、「
暮

ら
し
が
わ
か
る
ア
ジ
ア
読
本
」
シ
リ
ー
ズ

の
一
冊
。
社
会
、
生
活
、
文
化
面
を
中
心

に
描
く
。「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
国
の
課
題
」、「
家

族
と
カ
ー
ス
ト
」、「
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
最
新

音
楽
事
情
」
な
ど
、
約
四
○
の
項
目
が
あ

る
。
こ
れ
に
類
似
し
た
も
の
に
、
㈳
日
本

ネ
パ
ー
ル
協
会
編
『
ネ
パ
ー
ル
を
知
る
た

め
の
六
○
章
』（
明
石
書
店　

二
○
○
○

年
）
が
あ
る
。
現
代
ネ
パ
ー
ル
社
会
の
諸

相
を
大
き
く
七
部
門
に
分
け
て
概
説
す
る
。

「
グ
ル
カ
兵
の
そ
の
後
」、「
女
性
の
相
続

権
」、「
ネ
パ
ー
ル
の
医
療
事
情
」
な
ど
、

視
点
は
多
様
で
あ
る
。

歴
史
関
係
で
は
佐
伯
和
彦
『
ネ
パ
ー
ル

全
史
』（
明
石
書
店　

二
○
○
三
年
）
が

あ
る
。
七
七
○
ペ
ー
ジ
近
い
大
著
。
こ
れ

ま
で
イ
ン
ド
と
の
関
係
で
書
か
れ
る
こ
と

の
多
か
っ
た
同
国
の
歴
史
で
あ
る
が
、
本

書
は
ネ
パ
ー
ル
全
域
の
本
格
的
な
通
史
で

あ
る
。
古
代
か
ら
現
代
ま
で
を
概
説
す
る

が
、
古
代
、
中
世
は
特
に
充
実
し
て
い
る
。

政
治
関
係
で
は
小
倉
清
子
『
王
国
を
揺

る
が
し
た
六
○
日｜

一
○
五
○
人
の
証
言

・
ネ
パ
ー
ル
民
主
化
闘
争｜

』（
亜
紀
書
房　

一
九
九
九
年
）
が
、
一
九
九
○
年
の
民
主

化
運
動
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
風
に
描
い

て
い
る
。
著
者
は
一
九
九
三
年
よ
り
ネ
パ

ー
ル
に
在
住
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、

同
国
の
政
治
動
向
に
関
す
る
取
材
を
続
け

て
い
る
。
な
お
、
本
書
の
英
語
版

K
athm

andu S
pring: The P

eople's 

M
ovem

ent of 1990

が
二
○
○
一
年
に
現

地
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ

リ
・
タ
パ
『
ネ
パ
ー
ル
の
政
治
と
人
権｜

王
政
と
民
主
主
義
の
は
ざ
ま
で｜

』（
明

石
書
店　

二
○
○
六
年
）
は
、
ネ
パ
ー
ル

人
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
英
語
図
書
の
翻

訳
。
原
著Forget Kathm

andu: An Elegy 

for D
em
ocracy

は
二
○
○
五
年
に
イ
ン

ド
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
二
○
○
一
年
の

王
族
殺
害
事
件
以
降
の
政
治
的
混
乱
を
描

く
。
本
書
で
は
二
○
○
五
年
二
月
の
軍
事

ク
ー
デ
タ
ー
に
つ
い
て
の
著
者
に
よ
る
追

記
が
付
さ
れ
て
い
る
。

社
会
関
係
で
は
石
井
溥
編
著
『
流
動
す

る
ネ
パ
ー
ル｜

地
域
社
会
の
変
容｜

』（
東

京
大
学
出
版
会　

二
○
○
五
年
）
が
新
し

い
。
第
一
部
は
ネ
パ
ー
ル
の
政
治
、
経
済
、

社
会
、
文
化
の
近
年
の
変
化
に
つ
い
て
概

説
す
る
。
第
二
部
は
そ
れ
を
背
景
に
都
市

部
、
都
市
近
郊
、
農
山
村
等
の
地
域
社
会

の
変
化
を
分
析
す
る
。
記
述
は
や
や
専
門

的
で
あ
る
。

『
ア
ジ
ア
動
向
年
報
』（
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

各
年
版
）
に
は
ネ
パ
ー
ル
の
項

目
が
あ
る
。
前
年
一
年
間
の
政
治
お
よ
び

経
済
の
主
要
動
向
を
ま
と
め
て
い
る
。
重

要
日
誌
、
国
家
機
構
図
、
主
要
統
計
等
の

参
考
資
料
も
付
さ
れ
て
い
る
。

入
門
・
概
説
書
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い

も
の
の
、
ネ
パ
ー
ル
社
会
の
実
像
を
興
味

深
く
描
い
た
文
献
を
併
せ
て
紹
介
し
て
お

く
。
矢
木
澤
高
明
『
ネ
パ
ー
ル
に
生
き
る

｜

揺
れ
る
王
国
の
人
び
と｜

』（
新
泉
社　

二
○
○
四
年
）
は
、
児
童
労
働
、
マ
オ
イ

ス
ト
、
元
グ
ル
カ
兵
な
ど
を
取
材
し
た
記

録
。
著
者
は
一
○
年
以
上
ネ
パ
ー
ル
の
社

会
問
題
を
追
い
続
け
て
い
る
フ
リ
ー
カ
メ

ラ
マ
ン
。
定
松
栄
一
『
開
発
援
助
か
社
会

運
動
か｜

現
場
か
ら
問
い
直
す
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

存
在
意
義｜

』（
コ
モ
ン
ズ　

二
○
○
二

年
）
は
、
著
者
が
現
地
で
五
年
間
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
駐
在
員
と
し
て
活
動
し
た
際
の
記
録
。

政
治
と
の
関
わ
り
合
い
な
ど
、
開
発
協
力

の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
点
を
指
摘
し
て
い

る
。（

ひ 

が
し
か
わ　

し
げ
る
／
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
図
書
館
）


